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石
川
や
蔵
王
連
峰
な
ど
美
し
い
自
然
や
景
観
を
地
域
の
宝
と
し
て
受
け

継
ぎ
、
市
民
が
心
癒
や
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自

然
災
害
や
犯
罪
被
害
な
ど
社
会
的
な
不
安
に
対
し
て
、
地
域
の
支
え
合
い
や
公

的
な
支
援
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
安
全
、
快
適
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

平成24年度施政方針

防
犯
・
防
災
対
策
の
充
実

　

地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
と
と
も

に
、
さ
ら
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
災

害
発
生
時
に
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
自
助
＝
備
え
、
共
助
＝
地
域

住
民
同
士
で
の
助
け
合
い
が
不
可
欠

な
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
支
援
や
災
害
想
定
訓
練
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

防
災
拠
点
施
設
の
通
信
手
段
と
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達
方
法
の
確

保
の
た
め
、
小
中
高
校
な
ど
の
指
定

避
難
場
所
に
も
移
動
無
線
機
と
発
電

ろ
い
し
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
な

ど
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事

業
」
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
合
わ
せ

て
、
平
成
23
年
度
よ
り
５
年
間
限
定

と
な
っ
て
い
る
み
や
ぎ
環
境
税
交
付

金
を
活
用
し
、
防
犯
灯
や
商
店
街
街

路
灯
、
公
園
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進

し
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
資
す
る

と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
報
奨
金
な
ど
の
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
活
動
へ
の
助
成
を
通
し

て
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
ま
す
。

　

一
方
、
本
年
７
月
１
日
よ
り
、
仙

南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
の
構
成

市
町
で
「
ご
み
の
有
料
化
」
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
市
民
の
負
担
軽

減
を
図
る
べ
く
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
な
市
民
生
活
の
向
上

と
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
助
成
事
業

を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
公
共
下
水

道
区
域
内
の
未
整
備
地
区
の
工
事
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
未
接
続
家
屋

の
接
続
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
・
交
通
環
境
の
整
備

　

住
環
境
の
整
備
は
、「
白
石
市
住

宅
災
害
復
旧
等
補
助
金
事
業
」や「
白

機
を
配
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在

配
備
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
式
の
移
動

無
線
機
を
デ
ジ
タ
ル
式
へ
更
新
し
ま

す
。

　

災
害
に
立
ち
向
か
う
と
き
、
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
の
が
消
防
団
で

す
。
本
市
消
防
団
は
震
災
で
も
被
害

状
況
の
把
握
と
警
戒
、
応
急
復
旧
作

業
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

震
災
後
、
団
員
は
わ
ず
か
に
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
不
足
の
解
消
ま
で
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
と
も
自
治

会
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
団

協
力
事
業
所
の
認
定
を
行
い
団
員
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　
「
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
」
は
、

防
災
や
防
犯
、
徘は
い

徊か
い

高
齢
者
の
捜
索

活
動
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
連
絡
な

ど
を
発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
災
害

時
の
職
員
の
招
集
や
防
災
情
報
の
収

集
、
消
防
団
員
の
火
災
出
動
命
令
な

ど
の
送
信
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
市

民
と
の
情
報
の
共
有
を
図
り
ま
す
。

環
境
対
策
の
推
進

　

環
境
対
策
の
推
進
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
（
し

石
市
宅
地
災
害
復
旧
補
助
金
事
業
」

を
継
続
実
施
し
、
住
宅
・
宅
地
の
安

全
性
、
耐
久
性
、
居
住
性
の
向
上
と

市
内
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
す
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
は
、
白
石
駅
前

か
ら
国
道
１
１
３
号
ま
で
の
都
市
計

画
道
路
「
白
石
沖
西
堀
線
」
を
新
規

事
業
と
し
て
５
カ
年
で
整
備
し
、
経

済
構
造
の
改
革
の
支
援
と
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

交
通
網
の
整
備
も
、
移
動
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
確
保
す
る
た
め
、

市
民
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
効
果

的
な
運
行
を
継
続
し
、
便
利
で
快
適

な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
最
優
先
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

着
実
に
実
行
し
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
健

全
財
政
に
努
め
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会

と
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
対
応
し
、

雇
用
確
保
の
た
め
の
企
業
誘
致
や
、
子
育

て
支
援
対
策
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
を
克
服
す
る
た

め
に
邁ま
い

進し
ん

し
ま
す
。

　

震
災
発
生
直
後
か
ら
、
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
な
ど
「
地
域
の
力
」

を
は
じ
め
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
登
別
市
・

海
老
名
市
、
友
好
都
市
で
あ
る
札
幌
市
白

石
区
、
本
市
の
観
光
大
使
や
関
係
す
る

方
々
な
ど
、
多
く
の
「
絆
」
に
勇
気
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
「
絆
」
を
胸
に
「
い
ざ
復
興
」

で
す
。
震
災
で
脅
か
さ
れ
た
安
心
・
安
全

を
取
り
戻
し
、
白
石
市
の
施
設
や
豊
か
な

自
然
環
境
、
歴
史
・
伝
統
、
生
活
文
化
な

ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
人
・
暮
ら
し
・

環
境
が
活
き
る
交
流
拠
点
都
市
」
を
形
成

す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
を
拡
大
し
、

地
域
の
活
力
と
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
行
政

全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ
、
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

白
＜行財政改革の推進＞
　行財政改革については、厳しい財政状況
下でも持続可能な効率的で質の高い行政サ
ービスの実現を目指し、一日も早い震災か
らの復旧・復興を推進するためにも、東保
育園の民設民営方式による平成25年４月開
園を推進するのをはじめ、引き続き白石市
行財政改革推進計画（集中改革プラン）【改
訂版】に基づき、業務効率化、歳入確保、
歳出削減など、より一層の行財政改革を強
力に推進します。
　また、行政の透明性向上と職員の意識改
革を図ることを目的として実施してきた
「事務事業評価」については、評価システ
ムなどの改良により効率的・効果的に実施
し、「第五次総合計画」や予算編成などと
の連携を図りながら、引き続き市民サービ
スの維持向上に努めます。

人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き
る
交
流
拠
点
都
市
へ
│

東

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

▲消防団の皆さんは大きな力
　（平成24年白石市消防出初式）

▲都市計画道路「白石沖西堀線」の整備により、白石駅
前の活性化が期待されます

平成23年10月に開催された「第４回鬼小十郎まつり」には、
過去最高の8,000人が訪れました

雇用創出事業
　東日本大震災の影響により離職を余儀なくされた非正規労働者や中高年齢者などに対し
て、次の雇用までの短期雇用・就業の機会を創出・提供する事業を実施します。これらの
方の生活の安定を図るとともに、地域の雇用再生のために地域求職者を雇い入れて行う雇
用機会を創出する事業を実施し、地域における継続的な雇用創出を図ります。 
●地域人材育成事業（事業費：3,123万２千円）
　介護雇用プログラム事業　　新規雇用者数：12人
●震災等緊急雇用対応事業（事業費：１億8,798万５千円）
　アニメーション作品制作による観光と地域振興事業など31事業　　新規雇用者数：111人




